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2．調査方法の概要 

 

令和２年度の調査⽅法の検討は以下の⼿順で進めた。 

 

（１） これまでの構造所在調査をもとに、欠落した情報を補完しつつ、存命構造家を

対象とする代表的な建築物、構造解析方法、構法とその施工法リストを作成す

る。 

 

（２） （１）をもとに本年度の研究対象とすべき複数の存命構造家を選定する。 

 

（３） （１），（２）をもとに当該構造家アーカイブ構築のための課題を整理すると

ともに、電子化とネットワーク化を視野に入れた資料継承の種類や移管方式の

整備について調査を行い、その調査結果を体系的にまとめる。 

 

（４） 具体的には抽出した構造家の事務所における構造資料の保存状況（特にデジタ

ルデータ保管状況）について、概略を調査するとともに、国内外の大手組織設

計事務所におけるデジタルデータの管理手法、アーカイブ手法についてヒアリ

ング調査を実施する。 
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木質構造

木質構造
近代木構造 新興木構造 国際教養大学図書館棟

（放射状斜柱による傘状屋根）

土浦亀城邸
（木造乾式構法）

陸軍戸山学校雨天体操場
（木造トラス大スパン構造）

岸記念体育館
（木造大スパン構造）

築地ホテル館
（木造，漆喰大壁）

開成学校校舎
（木造，漆喰大壁）

日光金谷ホテル
（木造）

駅逓寮
（木造，洋小屋）

白竜ドーム
（集成材キール）

出雲ドーム
（集成材ドーム）小国町民体育館

（立体トラス） 海の博物館
展示棟
（集成材ハイブリッド）

高知県立中芸
高校格技場
（重ね梁アーチ）

大館樹海ドーム
（集成材ハイブリッド）

倫理研究所
富士高原研修所
（嵌合接合）

芦北町地域資源活用総合交流促進施設
（木質ドーム）

東京大学弥生講堂アネックス
（木質HP屋根）

みんなの森ぎふメディアコスモス
（木質ドーム）

道の駅ましこ
（集成材大スパン架構）

このはなアリーナ
（鉄骨＋集成材混構造大空間）

岐阜県立森林
文化アカデミー
（面格子壁）

三重県立熊野古道センター
（等断面集積木材構法）

軽井沢聖パウロカトリック教会
（鋏状合掌）

パリ万国博覧会日本館
（S+W造，PCコンクリート組立工法）

森林記念館
（木質 3ヒンジアーチ）

 所沢聖地霊園礼拝堂
（木+RC造，木造スペーストラス）

日向市駅舎
（変断面集成材ハイブリッド）

インテックス
プラザ見本市会場

東京ドーム
（国内初の恒久膜屋根） くまがやドームパークドーム熊本

（二重空気膜）

大阪プール
（ケーブルネット）

大阪万博富士グループパビリオン
（チューブ膜構造の集大成）

大阪万博アメリカ館
（国内初の空気膜屋根）

大阪万博電力館
（負圧膜構造）

あきたスカイドーム
（骨組膜）膜構造

膜構造東京駅八重洲口グランルーフ
（骨組膜）

新豊洲 Brillia ランニングスタジアム
（ETFE フィルム膜）

新潟市立葛塚中学校体育館
（張弦梁）

長野市オリンピック記念アリーナ
（半剛性吊り屋根）

豊田スタジアム
（吊り屋根）

山口きらら博記念公園
多目的ドーム
（テンセグリッドトラスドーム）

唐戸市場
（PC）

中国木材名古屋事業所
（集積型木質吊り屋根）

いしかわ総合スポーツセンター
（立体張弦梁）

幕張メッセ
新展示場
（吊り屋根）

東京国際フォーラム
（サスペンアーチ）

ブリジストンタイヤ横浜工場体育館
（日本初のサスペンション構造）

国立代々木競技場
（半剛性吊り屋根）

大石寺正本堂
（半剛性吊り屋根）

ファラデーホール
（張弦梁）

グリーンドーム前橋
（長円屋根）

船橋市中央卸売市場
（立体トラス，吊り屋根）

西日本総合展示場
（斜張式吊り屋根）

酒田国体記念体育館
（張弦梁）

香川県立体育館
（RCサスペンション構造）

サスペンション構造

サスペンション構造
羽田クロノゲートフォーラム棟
（車輪型張弦梁構造）

霧島国際音楽ホール
（折板シェル）

聖アンセルモ目黒教会
（RC折版構造） 群馬音楽センター

（RC折版構造）

福島県教育会館
（RC折版構造，波形シェル）

今治市公会堂
（RC折版ラーメン構造）

世田谷区民会館　　
（RC折版ラーメン構造）

横浜大さん橋国際旅客船ターミナル
（ボックスガーダー＋二重折板）

折版構造
折版構造

瞑想の森市営斎場
（自由曲面RCシェル）

サイエンスヒルズこまつ
（シェル，フラットスラブ）

湘南港ヨットハウス
（自由曲面RCシェル）

豊島美術館
（自由曲面RCシェル）

世田谷美術館
（アーチ）

コーベコニシ本社・流通センター
（RCボールト屋根）

大阪市中央体育館
（PCシェル）

東京カテドラル聖マリア大聖堂
（HPシェル）

駒沢体育館
（HPシェル）

大分県医師会館
（シリンダーシェル）

静岡県駿府会館
（RC薄肉HPシェル）

大日本インキ東京工場
（RCシェル，円筒シェル， 鋸歯状シェル，裁断球殻）

愛媛県民館
（薄肉球形RCシェル）

鶴見倉庫
（RCシェル）

球泉洞森林館
（球形RCシェル）

RC シェル
RCシェル

桜台コートビレジ
（壁式RC造）

ホテル東光園
（吊床構造）

住吉の長屋
（壁式RC造）

洗足の連結住棟
（壁式RC造）

都営高輪アパート
（壁式構造のプロトタイプ）

大成札幌ビル
（PCaPS）

MIKIMOTO Ginza 2
（鋼板コンクリート構造）

三愛ドリーム
センター
（ラチスチューブ，PC床）

オリエンタルコンクリート社屋
（フルPCaPC造）

南淡町庁舎
（PCラーメン）

岩見沢複合駅舎

出雲大社・庁の舎
（PCa造）

佐賀県立博物館
（プレグリットシステム）

千葉県立中央図書館
（プレグリッド）

国立京都国際会館

千葉県文化会館
（PC＋ケーブル）

旧蛇の目ビル
（SRC造，十字ユニット）

那覇空港新旅客ターミナルビル

積層の家
（積層PCa）

ヨーロッパハウス
（直交壁）

埼玉県立大学
（PCaPC造）

公立はこだて未来大学
（フルPCa）

リアス・アーク美術館

潟博物館

葛西臨海公園展望広場レストハウス
（FR鋼，フラットバー）

桜上水 K邸
（アルミ造）

神奈川工科大学KAIT 工房
（フラットバー）

金沢 21 世紀美術館
（鋼板合成梁）

富弘美術館
（円筒形鋼板壁）

真壁伝承館
（鋼板パネル構造）リーダーズダイジェスト東京本社

（RC壁＋鉄骨柱） 愛媛県歴史文化博物館

集成館機械工場
（木骨石造，洋小屋）

富岡製糸場
（木骨レンガ造，洋小屋）

大阪造幣工場
横須賀製鉄所

浅草凌雲閣
（レンガ造+木造）

三菱一号館
（レンガ造，洋小屋）

日本銀行本店本館
（石造＋レンガ造）

旧最高裁判所
（補強レンガ造，碇聯鉄構法）

法務省旧本館
（補強レンガ造，碇聯鉄構法）

東京駅
（鉄骨レンガ造）

大阪市中央公会堂
（鉄骨レンガ造）

椎名町アパート
（HiRC工法）

ホテルプラザ
（鋼板耐震壁）

サンシティ
（RC超高層）

東京海上ビル
（SRCラーメン）

日本興業銀行ビル
（SRCラーメン，耐震壁）

東京中央郵便局
（SRCラーメン，耐震壁）

東京地下鉄道バス江東車庫
（RC造，フィーレンディールトラス）

晴海高層アパート
（RC大架構ラーメン）

広島平和記念資料館
（RC造，純ラーメン，ピロティ）

神奈川県立図書館音楽堂
（RC造，純ラーメン）

香川県庁舎
（RC造，センターコア）

国際文化会館

法政大学 55・58 年館
（カーテンウォール）

同潤会青山アパートメントハウス
（RCラーメン構造）

日赤京都支部病院
（RCラーメン，耐震壁）

三井物産横浜ビル
（日本初RCオフィスビル）

三井貸事務所
（RC6F 建）

長浜停車場
（無筋コンクリート造，洋小屋）

佐世保鎮守府港内第 1烹炊所等
（RC造 +洋小屋）

神戸和田岬東京倉庫
（RC造，アンネビック構法）

本野精吾自邸
（中村鎮式コンクリートブロック造）

日本相互銀行本店
（全溶接鉄骨純ラーメン）

日本橋丸善
旧三井本館

松尾橋梁組立工場
（S造 , 日本初の全溶接建物）

赤坂プリンスホテル
（雁行平面）

新宿 NSビル
（巨大アトリウム）

大阪東京海上日動ビル
（組柱ラーメン）

霞が関ビルディング
（超高層ビル）

中銀カプセルタワービル
（メタボリズムの具現化）

ポーラ五反田ビル
（スーパーフレームによる無柱空間）

日本銀行本店営業所新館
（SPERAC, 人工軽量コンクリート）

国立民族博物館
（コア柱）

ホテルニューオータニ本館
（S造純ラーメン）

せんだいメディアテーク
（鋼板サンドイッチスラブ＋鉄骨ラチスチューブ）

横浜ランドマークタワー
（ダブルチューブ）

東京海上ビルディング
（H形鋼柱を用いたダブルチューブ構造）

新宿住友ビルディング
（トリプルチューブ構造）

新宿三井ビル
（レースアップストラクチャ―）

新宿センタービル

サンシャイン 60

木材会館
（木造大架構）

つくばセンタービル
（センターコア）

中野サンプラザ
（サイドコア）

モード学園スパイラルタワーズ
（コアチューブ）

太田市美術館・図書館うめきたシップ
（バランストフレーム）

金沢海みらい図書館
（外周ブレース構造）

中之島フェスティバルタワー
（メガトラス）

センチュリータワー
（吊り床）

前橋市庁舎
（メガストラクチャー）

東京都庁舎
（メガストラクチュア）

梅田スカイビル
（連結超高層）

大阪大林ビル

芦屋浜シーサイドタウン
（鉄骨トラス）

日本電気本社ビル
（スーパーフレーム）

北九州市立中央図書館
（RC造，PCヴォ―ルト架構）

マリンメッセ福岡
（PS導入鉄骨連結ヴォールト）

サンジョルディ・パレス
（パンタドーム）

札幌ドーム
（クローブンドーム）

さいたまスーパーアリーナ
（可動スタンドムービングブロック）

シルバーハット
沖縄コンベンション
センター大展示場
多摩動物公園昆虫生態園

葛西臨海水族園

幕張メッセ
イベントホール

東京体育館
（キール） 関西国際空港旅客

ターミナルビル（ワンウェイ）

京都駅ビル

四日市ドーム

鳥取県立フラワーパーク
（立体鉄骨シェル）

グラスハウス
（クロスアーチ）

福岡ドーム
（ラメラ，開閉式ドーム）

大阪万博住友童話館 東京都立夢の島総合体育館

東北電力八戸火力発電所貯炭場屋根
（鉄骨ラチスシェル，推動面）

東京国際貿易センター 2号館
（鉄骨シェル，裁断球殻）

下関市体育館
（HPシェル）

読売カントリー
クラブハウス
（フラードーム）

西日本総合展示場
（斜張式吊り屋根）

神戸ポートタワー
（ブレースチューブ）

作新学院体育館
（鉄骨シェル，ダイヤモンドトラス）

所沢飛行船庫
（鉄骨トラスアーチ構造）

旧両国国技館
（鉄骨ドーム）

東京書籍印刷工場
（S造，ダイヤモンドトラス）

八代市立博物館未来の森ミュージアム
（ボールト）

両国国技館
（立体トラス）

大阪城ホール
（鉄骨シェル）

藤沢市秋葉台文化体育館
（キールアーチ）

東京工業大学
百周年記念館
（初期の 3D解析）

静岡スタジアム
（天秤式）

西有田町タウンセンター
（立体架構）

横須賀美術館
（斜め格子梁）

大阪万博お祭り広場大屋根
（システムトラスの黎明）

東京経済大学図書館
（S造，鋼板サンドイッチ、ハニカム式鉄骨）

瀬戸内海歴史民俗資料館
（格子梁）

幕張メッセ展示場

図書印刷原町工場
（S+RC造，紡錘形トラス梁）

大阪市中央公会堂リニューアル
（免震）

静岡県庁東館リニューアル
（構造レトロフィットデザイン）

東京工業大学緑が丘 1号館レトロフィット
（構造レトロフィットデザイン）

クリスタルタワー
（センターコア）

千葉ポートタワー
（TMDブレースチューブ）

京橋成和ビル
（アクティブ制震）

セラミックパーク
MINO（振り子免震）

アオーレ長岡

泉ガーデンタワー
（AMD）

清水建設技術研究所新本館
（柱頭免震）

プラダ青山店
（鉄骨格子＋免震）

汐留住友ビル
（中間層免震）

ポーラ美術館
（免震美術館）

TOYAMAキラリ
（制振構造，縦ストライプ PC板）

Ribbon Chapel
（絡み合う螺旋，免震，TMD）

ROKI Global Innovation Center
（鉄骨と木のハイブリッドトラス構造）

竹中大工道具館
（ダブルアーチ架構）

ホキ美術館
（キャンチレバー鋼板構造）

パナソニックスタジアム吹田
（3Dトラス）

GINZA KABUKIZA タワー
（建て替え＋超高層）

東京タワー耐震レトロフィット

メゾンエルメス
（ステッピングコラム）

大阪弁護士会館
（ソフトファーストストーリー）

あべのハルカス

代ゼミタワー
（セミアクティブ免震）

ニコラス・G・ハイエックセンター
（床免震）

多摩美術大学附属図書館
（免震）

不動貯金銀行下関支店
（RC造，世界初免震構造）

東京スカイツリー

水戸芸術館展望塔

東京タワー
（トラス形式自立鉄塔）秀英舎印刷工場

（日本初の鉄骨造）

PC・PCa 構造

壁式構造壁式構造

PC・PCa 構造

木造トラス

組積造

鉄骨煉瓦造

鉄骨造

免震・制振

レトロフィット

免震

制振

RC造 ラーメン構造
チューブ構造

メガストラクチュア

チューブ構造

メガストラクチュア

SRCラーメン構造

RCラーメン構造

鉄骨ラーメン構造

ラチスシェル
鉄骨トラス

ラチスシェル
鉄骨トラス

参考文献：

組積造

構造種別の凡例

木質系 鉄骨系

SRC・CFT

アルミ・軽量鉄骨

混構造・その他

コンクリート系

日本の近現代建築構造の系譜

宇土市立宇土小学校
（RC壁式構造）

鈴木大拙館
（壁式RC造）
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3-2: 調査した構造家の資料保存状況（概要） 

 

(1) 斎藤公男 

(2) SDG 構造設計集団 

(3) 中田捷夫研究室 

(4) オーク構造設計 

(5) 構造計画プラス・ワン 

(6) 佐々木睦朗構造計画研究所 

(7) TIS＆Partners 

(8) 金箱構造設計事務所 

(9) KAP 

(10) 多田脩二構造設計事務所 

(11) 満田衛資構造計画研究所 
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調査年⽉⽇

調査員
1

2

3

5 〇 当初から所蔵 寄贈 寄託 その他
6

7

8

9

図⾯（原図） ⻘焼き図⾯ スケッチ等 構造計算書 実験関係書類 ⼯事関係書類

△ 模型 原稿 〇 書籍・雑誌 書類ファイル

〇 写真・動画 個⼈資料 マイクロフィルム

11

12

13

14

✓ CADデータ ✓ BIMデータ ✓ 解析データ △ スケッチ等

✓ 構造計算書 ✓ 実験関係書類 ✓ ⼯事関係書類

✓ 写真・動画 ✓ 原稿 ✓ メール

16

17

18

資料作成年代 2010年~

含まれる
主なプロジェクト

静岡県草薙運動場体育館、安曇野市庁舎、⽇向市庁舎、有明コロシアム改修、新富⼭県⽴美術館、新豊洲ブリリア
ランニングスタジアム、ほしのや沖縄、銀座線渋⾕駅

主な使⽤ソフト／
データ形式

CAD/BIM
AUTOCAD/dwg
Revit/rvt
Rhinoceros/3dm

構造解析
midas iGen/mgt→mgb
BUS-6/BEI64
SS7、Sein

構造計算 Microsoft Excel/xls,xlsx,xlsm

その他

廃棄した資料

15

主な資料種別
（ボーン・デジタ

ル）
その他 （   ）

資料作成年代

含まれる
主なプロジェクト

デジタル化の状況 ほとんどがデジタルデータ

著作権保有者
今後の移譲⽅針

KAP

資料概要
（総量・形態・

管理⽅法・サーバ
等のデータ容量）

デジタルデータ（計算書、図⾯、写真、解析データ、CADデータ、合計５TB弱）を⾃社サーバに保存。
紙⾯による保存はデジタルデータのない、10年以上前の図⾯が若⼲社内書棚にある

10
主な資料種別
（アナログ）

その他（                                                                                                                                                ）

資料の著作権管理 KAP

E-mail: 

所有形態

資料の来歴

不可 4 管理責任者

⽒名：

連絡担当者

⽒名：

役職： 役職：

TEL：

所有者 株式会社KAP

管理者 岡村仁、桐野康則、萩⽣⽥秀之

資料所在地 東京都千代⽥区富⼠⾒２−４−９ １階

近現代建築構造資料所蔵調査 調査シート（アナログ／デジタル）
⾮公開
項⽬

番号 9 資料群名称 株式会社KAP
2020.01.12

萩⽣⽥ 秀之
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近現代建築構造資料所蔵調査 調査シート（アナログ／デジタル）

19

20

公開

〇 ⾮公開

22

23

24
備
考

25 可 不可 〇
26 〇 可 不可

【データ保存のルール（階層・ファイル名等）】

不可

展覧会の実績 なし

出版物の制作 なし

調査結果公開の可否 部分的に可（公開不可の項⽬は，最左欄「公開の可否」欄にチェック）

（25が「不可」の場合）外部からの問合せに対する所在情報提供の可否

廃棄した／開けな
いデータ

21 公開の状況
主な公開資料：
⾮公開の理由：需要なし、クライアント、意匠事務所の許可が必要のため、需要合っても慎重に対処

データの保存⽅法
（PDF化・印刷含）

打合せ資料、メモ、スケッチPDF化 → サーバー保存
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近現代建築構造資料所蔵調査 調査シート（アナログ／デジタル）

【添付資料（写真その他）】

不可
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調査年⽉⽇

調査員
1

2

3

5 ○ 当初から所蔵 寄贈 寄託 その他
6

7

8

9

図⾯（原図） ⻘焼き図⾯ △ スケッチ等 △ 構造計算書 △ 実験関係書類 △ ⼯事関係書類

○ 模型 △ 原稿 ○ 書籍・雑誌 書類ファイル

△ 写真・動画 個⼈資料 マイクロフィルム

11

12

13

14

○ CADデータ BIMデータ ○ 解析データ スケッチ等

○ 構造計算書 ○ 実験関係書類 △ ⼯事関係書類

○ 写真・動画 ○ 原稿 ○ メール

16

17

近現代建築構造資料所蔵調査 調査シート（アナログ／デジタル）
⾮公開

項⽬
番号 10 資料群名称 多⽥脩⼆構造設計事務所

2021.03.15

多⽥ 脩⼆

所有者 多⽥ 脩⼆

管理者 多⽥ 脩⼆

資料所在地 （株）多⽥脩⼆構造設計事務所、千葉⼯業⼤学

E-mail: shu-ta@da2.so-net.ne.jp

所有形態

資料の来歴

4 管理責任者

⽒名：多⽥ 脩⼆

連絡担当者

⽒名：多⽥ 脩⼆

役職：代表取締役 役職：

TEL：03-6804-0597

著作権保有者
今後の移譲⽅針

（株）多⽥脩⼆構造設計事務所

資料概要
（総量・形態・

管理⽅法・サーバ
等のデータ容量）

・デジタルデータは事務所のサーバーに保存、⼀部紙ファイルのみの計算書と製本図⾯があり

10
主な資料種別
（アナログ）

その他（                                                                                                                                                ）

資料の著作権管理 （株）多⽥脩⼆構造設計事務所

資料作成年代 2004〜

含まれる
主なプロジェクト

中国⽊材名古屋事業所, ⼯学院⼤学武道場, 東松⼭農産物直売所, WKB, TBM

デジタル化の状況 計算書、構造図は基本的にデジタル化し保存、⼀部古いデータは紙媒体のみ

廃棄した資料

15

主な資料種別
（ボーン・デジタ

ル）
その他 （   ）

資料作成年代 2004年〜

含まれる
主なプロジェクト

中国⽊材名古屋事業所, ⼯学院⼤学武道場, 東松⼭農産物直売所, WKB, TBM

主な使⽤ソフト／
データ形式

CAD/BIM Vectorworks/mcd

構造解析 Midas iGen ,  Muiti flame

構造計算 SS3 , Wall1

その他

18
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資料4

○

○

完成図CADデータは2000 年代以降保管開始しており、現在は竣工全プロジェクトが保管対象。 
竣工写真も概ね同様。

Auto CAD（DWG） 
DXF（完成図は施工者が作成したデータをDXFに変換して納品されることがある）

・竣工写真：JPEGまたはTIFF 

・コンペ・プロポーザル提案書：Illustrator 、InDesign
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社内サーバー、および一部CD-R等で二重保管

CADデータは一部jww、jwc、sxf等があり、利用時はデジタルサービス室のPCで変換必要。 
またdwgについてもデータメンテナンスを行なっていないため、古いCADデータが全て開ける
か不明。

114



115



資料4
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議事録   2020/12/23 

1 / 3 

令和 2 年度  

我が国の近現代建築に関わる存命構造家の構造資料の電子化継承に関する調査 

調査ワーキンググループ（第 1 回） 議事録 

 
日 時：２０２０年１２月２３日（水）１０時００分～１１時００分 
場 所：オンライン開催 
出席者：加藤直子（国立近現代建築資料館），難波和彦 
    伊藤潤一郎，金田勝徳，佐々木睦朗，竹内徹，満田衛資（日本構造家倶楽部）， 

安藤顕祐（日建設計），小澤雄樹（芝浦工業大学），浜田英明，藤本貴子（記）（法政大学） 
（※順不同，敬称略） 

■打合せ概要 

・前年度事業の結果報告 
・今年度調査業務の仕様書の確認 
・今年度の実施体制および業務計画について 
・今年度の調査について 

 
■配布資料 

資料 1 我が国の近現代建築に関わる構造資料の概要把握調査方法の提案 平成 30 年度報告書（抜粋） 
資料 2 我が国の近現代建築に関わる存命構造家の構造資料の電子化継承に関する調査業務仕様書  
資料 3 令和 2 年度 我が国の近現代建築に関わる存命構造家の構造資料の電子化継承に関する調査  

業務計画書 
資料 4 近現代建築構造資料所蔵調査 調査シート（アナログ／デジタル）（案） 

 
■打合せ内容 

1. 前年度事業の結果報告 

前年度報告書の内容について説明を行い，今年度への持ち送り事項などの確認をした。 

 
2. 今年度調査業務の仕様書の確認 

下記，今年度業務内容についての説明がされた。 
（1）存命構造家を対象とする代表的な建築物，構造解析方法，構法と施工法のリストへの追加 
（2）(1)に含まれる主要な存命構造家等の選定 
（3）(1)(2)をもとに当該構造家アーカイブ構築の課題の整理と電子化とネットワーク化を視野に入れた資

料継承の種類や移管方式の整備について調査を行い，その結果を体系的にまとめる。 
 近現代建築資料館より，資料 2（仕様書）における変更点が説明された。業務期間は，令和 2 年 3 月 31 日

までとし，計 3 回の WG を開催後，報告書（公開版と非公開版）を提出することを確認した。 

 
3. 今年度の実施体制及び業務計画について 

（1）存命構造家を対象とする代表的な建築物，構造解析方法，構法と施工法のリストへの追加 
構造家倶楽部で別途進行中の企画で作成しているリストを応用して作成。 

（2）(1)に含まれる主要な存命構造家等の選定 
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   2020/12/23 

22 / 3 

 
SDG →

TIS P →
KAP  
 

ARUP  
 

 
2000 2000
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→ MOOC ppt

HP

 
 

MO MO
 

100GB 100TB
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→ARUP  
→  

PC
 

TIS&Partners 2000
 

CD-ROM
 

 
WG  

Q1:  
Q2:  
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   2020/12/23 

33 / 3 

Q3: →  
Q4:CAD  
Q5:  
Q6: PDF  
Q7:  →  
 

 
 

 
ARUP  

 
1.  
2.  
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  2021/01/21 
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  2021/01/21 

KAP

 

ARUP
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議題  2021/02/24 

令和 2 年度  

我が国の近現代建築に関わる存命構造家の構造資料の電子化継承に関する調査 

調査ワーキンググループ（第 3 回） 議事録 

 
日 時：２０２１年２月２４日（水）１７時００分～１９時００分 
場 所：オンライン開催 
出席者：加藤道夫，加藤直子（国立近現代建築資料館），難波和彦 
    金田勝徳，金箱温春，佐々木睦朗，竹内徹，多田脩二，満田衛資（日本構造家倶楽部）， 

小澤雄樹（芝浦工業大学），浜田英明，藤本貴子（記）（法政大学） 
（※順不同，敬称略） 

■打合せ概要 

・前回議事録の確認 

・令和 2年度報告書案の確認（構造作品年表・系譜案，調査対象の調査シート内容の報告） 

・来年度の調査について 

 

■配布資料 

資料 1  調査ワーキンググループ（第 2 回）議事録（案） 
資料 2  令和 2 年度報告書（案） 
 

■打合せ内容 

1. 前回議事録の確認  

前回の議事録の内容について説明と確認を行った。 

 
2-1.令和 2年度報告書案の確認/構造作品年表，日本の近現代建築構造の系譜案 

構造作品年表及び日本の近現代建築構造の系譜案について説明と確認を行った。 

・「構造作品年表」案：昨年度までの委託業務で 1975 年までの年表を作成していたが，今回 2019 年までの

作品を追加した。確認作業はまだ終わっていない。これまでと同様，学会賞，JSCA 賞，BCS 賞，松井源吾

賞などを参考に選定した。構造設計者名を個人名にするか組織名にするか統一したい。（浜田） 

・「構造家」に焦点を当てた調査なので，個人名を前に出したほうがよいのではないか。（金田） 

・個人名が分からない場合もある。個人名を優先することにして，場合によって判断してはどうか。（金箱） 

 →設計者名は分かる範囲で個人名を入れる。WG メンバー全員で年表全体のチェックを行う。各自が日付

と名前をつけたチェック済ファイルを 3/15（月）までに OneDriveにアップする。 

・「日本の近現代建築構造の系譜」案：昨年度までの委託業務で 2010 年までの系譜を作成していたが，そ

れ以降を追加した。構造家倶楽部で行っている出版 WG と並行して作業している。現代に近くなればなるほ

ど既存の枠組みに分類しづらくなる。（浜田） 

 →案を基に意見を出し合い，まとまらない部分はカットする。 

 

2-2. 令和 2年度報告書案の確認/調査対象の調査シート 

（1） 川口衞構造設計事務所 

・ 松尾智恵氏に依頼中。次回 WG までに作成予定。（浜田） 
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SDG

TIS PARTNERS

KAP

131



 
  2021/02/24 
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